
 

                        

 ～少年の非行防止と 

 健全育成を願って～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

あわら地区防犯ポスター・作文コンクールのお知らせ 
主催：あわら地区防犯ポスター・作文コンクール実行委員会 

    
 
応 募 様 式 

○ポスターの部 四つ切、または八つ切サイズ画用紙   

「応募票」に、タイトル、氏名（ふりがな）、学校名、学年を記載し、裏面に貼付してください。 

○作文の部   400 字詰め原稿用紙 2 枚以上 3 枚以内 パソコンでも可（A4 横方向縦書き） 

     「応募票」に、タイトル、氏名（ふりがな）、学校名、学年を記載し、添付してください。 

原稿用紙 1 枚目の 1 行目から本文を書いてください。 

        ※ ポスターの部、作文の部とも未発表の作品に限ります。 

 
テ ー マ 

① 少年の非行防止に関すること （例：万引き、薬物乱用、携帯電話サイトの悪用 など） 

② 防犯に関すること      （例：自転車盗、空き巣、インターネット利用犯罪 など） 

③ 特殊詐欺防止対策に関すること 

応 募 方 法 作品は学校の先生に提出してください。 

応 募 〆 切 令和８年９月４日（金） ※ 各学校の〆切日を優先してください。 

シグナル
安心安全の夏休みに向けて 

青少年の非行防止と 

健全育成を願って 

令和８年７月発行 

あわら市少年愛護センター 

青少年健全育成あわら市民会議         

 いよいよ子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。長期の休みは、普段できない経験を積

み、心身ともに成長する大切な機会です。一日一日を大切に、充実した日々を過ごしましょう。 

(1)「早寝・早起き・しっかり朝ごはん」を忘れずに、規則正しい生活を心がけましょう。 

(2) 家庭では進んで手伝いを行い、家族との時間を大切にしましょう。 

(3) 外出時は交通ルールや公共マナーを守り、安全に気を付けて行動しましょう。 

(4) こまめな水分補給と休憩を心がけるなど、熱中症予防を意識しましょう。 

(5) スマートルールを守り、ゲームやスマホの使い過ぎに注意しましょう。 

(6) SNS などでの発信は、相手の気持ちを考え、責任ある行動を心がけましょう。 

(7) 困ったことや悩みごとがあったら、家族や先生、信頼できる大人にすぐ相談しましょう。 

あわら市少年愛護センター 
あわら市役所 2F 
(あわら市教育委員会文化学習課内) 

TEL: 0776-73-8042 
  （平日 8:30～17:15） 

あわら市少年愛護センターでは、子どもたちに関する相談を

受け付けています。非行やいじめ問題、その他子どもたちに関

することでお困りでしたら、お気軽にご相談ください。 

ご相談は左記、愛護センターに直接お越しいただくか、お電

話くださいますようお願いいたします。もちろん、子どもたち

自身の相談も受け付けます。悩みごとがあれば、一人で悩まず

相談してください。  

 ※ 下記でも青少年に関する相談を受け付けています。 

 
県警察本部ヤングテレホン 

TEL:0120-783-214 
（平日 8:30～17:15） 

福井県こども虐待防止相談 
TEL:0776-35-1781 
 （365日 24時間） 

福井県 24時間子供 SOS ﾀﾞｲﾔﾙ 
TEL:0120-0-78310 
（365日 24時間） 

tel:0120-783-214
tel:0776-35-1781
tel:0120-0-78310


 

 

 

 

  災害が起きたとき、SNSで素早く情報が共有され、救助につながることが増えてきました。とても心強い 

一方で、関係のないデマが広がってしまうこともあります。中には、善意のつもりでデマを拡散してしまう人 

もいるようです。いざという時こそ、落ち着いて情報を確かめることが大切です。今回は、情報が正しいか正 

しくないかについての見極め方について考えてみたいと思います。 

 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
        【令和７年度 福井県 インターネット安全･安心通信＜保護者向け第 12号＞より】   

  

「情報源はある？」 

□その情報はどこから、いつ発信されたものですか？ 

□根拠となるモノ・コトは今も存在していますか？ 

□情報源が「海外の」ニュースや論文の場合、 

あなたはその情報源を確認、理解していますか？ 

「その分野の専門家？信頼できる人？」 

□その情報は、専門知識や必要な資格を持った人が、 

責任を持って発信しているものですか？ 

□その人は過去に、偽情報や誤情報を発信して批判されたりしたことはありませんか？ 

□その人は関連する情報や商品を売っていませんか？ 

「他ではどう言われている？」 

□その情報について、他の人や他のメディアはどのように言っていますか？ 

□その人の意見に反論している人はいませんか？ 

□別の内容で報じているメディアや、誤りであることを 

指摘しているメディアや投稿はありませんか？ 

「生成 AI のある時代、その画像は本物？」 

□動画や映像だから？臨場感があるから？ 

それだけで「本当」だと判断して大丈夫ですか？ 

□画像検索をしたら、同じものがヒットしませんか？ 

□過去に撮影された全く無関係のものや、 

それらを元に AIによって生成されたものではありませんか？ 

能登半島地震における、偽･誤情報について 
能登半島地震（2024 年 1 月 1 日発生）では、インターネットで偽・誤情報が多く流れました。

内容は、地震被害状況の誤情報、救助を求める偽情報の投稿、あるいはその偽･誤情報を多くの人が
再投稿することによって、救命･救助活動等を妨げるような状況が起こりました。 
 

【 フェイクニュースの見極めのポイント     】 

【出典】インターネットトラブル事例集 2025 年版（総務省） 

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/trouble/ 
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